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特記事項

担当課 島原振興局河港課
担当課長名 増本　正之

長崎県雲仙市
長崎県雲仙市

事業
区分

港湾事業

多比良港多比良地区において、水域施設の泊地(-4.5m)41,000㎡、係留施設の岸壁(-4.5m)(A)80m、岸
壁(-4.5m)(B)80m、輸送施設の道路6m×110m、道路(改良)6m×460mを整備する。

多比良港廃棄物埋立地の概ね半分の埋立が平成２７年度に竣工したことに伴い、跡地利用に港湾貨
物を取り扱う工業系を含めた企業誘致を促進するために、海上輸送をおこなう岸壁等の港湾施設が必
要となった。しかしながら、当港には砂利・砂を取扱う物揚場１バースを有するのみであり、さらにその物
揚場は老朽化が著しく、施設水深も不足していることから、非効率な荷役形態となっている。これらのこ
とから、老朽化対策と併せて港湾施設機能を拡充し、埋立地への企業進出を促進するものである。

起終点

事業概要

事業の目的・必要性

延長 ―

事業概要図

再評価結果 （令和 6 年度）

事業名
多比良港社会資本整備総合交付金（改修） 事業

主体

整理番号

長崎県

港湾-１

21.434.0
16.633.6 億円

・事業評価手法の見直しについては、事業効果も確認できることから特に見直す必要は無いと考える。

（同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性）

・変化なし。

対応方針

（今後事後評価の必要性及び改善措置の必要性）
当該事業に係わる対応方針

・事業を実施することで、十分な投資効果があると判断できるため継続事業と考える。

同種事業に係わる対応方針

事業を巡る社会経済情勢等の変化

27
9

20.7
18.0

1.6

億円
億円

基準年度 6
2.0 億円総便益（B) 基準年度

工期
着工
完了 R

H
年度
年度

当初

当初
事後評価時点

最終
総便益（B)

総費用（C)

1
年度
年度

事業費

B/C

事
業
の
効
果
等

便益の主な根拠

・砂、石灰石の海上輸送経費削減便益（1.78億年／年）

事業の発現状況

・当施設が完成することにより、砂、石灰石等が少量運搬から満載運搬へと効率的に海上輸送が
可能となる。
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※水色のセル箇所を入力すること。
※他の課の「行」は、「非表示」にすること。
※水色のセル箇所を入力すること。
※他の課の「行」は、「非表示」にすること。
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